
みんなで新世紀をひらこう。

富山県民総合計画のあらまし(改訂版)



わたしたらの新世紀へ向けて
112万県民の心どカをひどっに。
「富山県民総合計画Jは、 112万県民が、総力を結集して未来を切りひらくため

の長期的、総合的なプランです。策定されてから計画期間前半の 4年が経過

し、昭和62年度から後期事業計画がスタートし;ました。引き続き、 21世紀へ向け

ての新しい県づくりを進めたいと思います。
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「わたしたちの壁画展」の作品です。すべて県内の小中学生によって描かれました。



ごあいさつ

私たちのふるさと富山県は、この計画がスタートした

年(昭和58年)に置県100年を迎えました。この100年に

わたる先人の英知と努力のあとを発展させ、誰もが充実

した生活を送ることのできる、美しく住みよし、県をつくり、

次代に引き継いでいくのは、現在、ここに生きる私たち富

山県民です。

今、計画期間前半の 4年を終え、昭和62年度から

後期事業計画がスタートしました。

新しい時代にふさわしい新しい県を築くために、先見

性と大いなる勇気をもって、県民すべての参加と連帯の

下に、

活力にあふれ、発展する富山

温かい心に満ちた美しし、ふるさと、

一ーともに生きることに喜びと献を感ずる富山

の実現をめざしたいと思います。

ふるさとの優れた面を見直し、県民一人ひとりが主役

となって、私たちの新世紀を切りひらきましよう。

昭和62年 4月

富山県知事 中 沖

① 

旦主
_.TI!.. 



①県の特性ど県民の期待

⑨県の特性

(まとまりのよい県土ふ温かい心のつながり)

-自然

富山県は、東京、大阪、名古屋の三大都市圏からほぼ等距

離に位置し、まとまりのよい県土を形成しています。雪を

いただく立山連峰、緑の平野と清らかな川の流れ、そして

富山湾など。美しく豊かで、変化に富んだ自然を有し、地

震や台風の少ない住みやすい環境に恵まれています。

-県民性

毎年のようにくり返された河川の氾濫など、厳しい自然と

の闘いが、忍耐強く、勤勉で合理的、手期盃的な県民性を育

ててきました。また、家族や地域の人びととの心のつなが

りを犬切にし、 信仰心があついことても知られています。

これからは、こうしたすぐれた県民性をさらに伸ばし、新

しい時代に向かつて進みましょう 。

富山県の位置図

② 

(注)外国都市の方位と距離は、正距方位図法世界地図によ

る推計であり、通常の航空路などと異なる。



(地域に根ざした生活文化と産業)

-生活と文化

都市や集落は、県内にほどよく散らばりながら、 互いに結

びつき、県全体が一つの都市のような便利な姿になってい

ます。全国一の水準を誇る住宅では、多世代同居型の生活

が営まれてきました。多彩な祭りや年中行事が生活の中に

根づき、また、さまざまな芸術文化の分野においては、新

しい文化創造の動きがみられます。

富山県が守り育てていくべきイメージ

豊かで変化にとんだ費しい自然に恵まれた県

高度披街に支えられた活力ある産集の県

個性ある伝統と創造性に満ちた文化の県

国際的なイベントを開催するなど世界が注目する国際県

県外からも多<05人が集まる観光 ・レジャーの県

賑やかな繁事街や若者の集う場所の多い都会的な県

その他

{出所)r県政モニタ一報告書J (昭和60年度)

(注) 1人2項目以内の選択をしている

③ 

-産業活動

産業の面では、米作を中心にした農業 と、 豊かな電力を利

用して発展した金属、化学などの工業がバランスよく展開

しています。また、銅器、漆器、木彫などの伝統工芸や、

製薬、繊維などの特色ある産業もはやくまれてきました。

これからは、商業やサービス業の発展をさらに促すよう、

都市の環境づくりや、新い、需要への対応が大切です。



⑨県民の期待

(いきいきとした住み良い県づくりを)

-文化と経済の充実を

「富山県民総合計i画」をつくるために、多くの県民のみな

さんにアンケート調査や世論調査をお願し、したり、各地域

で住民懇談会を聞いたりしました。その結果、県民の21世

紀のイメージは、厳しし、時代を予想、しながらも、 80年代の

県づくりにあたって、 r:t也域文化の振興」や「快適な生活環

境」と r~~1斉の成長」を特に重視していることがわかりま

した。

-地域文化の振興

地域に根ざした、個性ある文化の創造が望まれています。

なかでも、健康、科学 ・技術への志向が強く、消費生活面

で関心が高い分野は、スポーツ、趣味、 芸術などです。そ

こで、スポーツ ・レクリエーション施設や、すくやれた芸術

文化に接する機会づくりなどが求められています。また、

魅力ある大学の整備や、さまざまな学習の機会づ くりなど、

教育面の充実も期待されています。

④ 

-快適な生活環境の確保

↑お直てや便利な生活環境を求める声が、強いようです。たと

えば、自然の保護や美 しし、地域づくり、広場、公園の整備、

街のシンボノレづくりなど。交通てやは、北陸新幹線など、県

民の活重力範囲を広げる高速交通網の整備に期待が寄せられ

ています。

-経済の発展

生活の安定 と向上のために、 雇用問題への関心が高まって

います。そこで、さまざまな業種の企業を誘致したり、観

光 ・サービス業など第三次産業の育成や、 生産性の高い魅

力ある農林水産業の振興などが求められています。

-安全で安定した暮らしの実現

富山県を住み良い県と考える人が、大部分を占めています

が、さらに福祉や保健 ・医療の充実に大きな期待が寄せら

れていま す。なかでも老人や障害者に対する温かい配慮、や、

心の豊かさが重視されているようです。



②環境変イヒと新たな課題

人口構成の変化

-長生き人生

富山県の人口構成の高歯令化は、相当早いペースて進み、昭

和65年には、総人口に占める老年人口 (65歳J;)_上)の比率

は、15%(60年12.8%)近くになりそうです。高齢化社会は、

各人が長生き人生を楽しむことのできる社会、 しかしその

反面、社会の活力が低下したり、樹止や医療などのための

社会的負担が重くなるとし、う心配も出てきます。

(%) 

⑤ 

24.0 15歳未満人口

45 50 55 60 

(出所)厚生省「日本の将来人口新推計について」

富山県「富山県の人口J(昭和57年)

65(年)



(自由時間の増加、さまざまな価値観)

-価値観の多様化

所得水準の向上や、自由時間の増大などの結果、人びとは

多様な生き方を求めるようになっています。そこで、お互

いの立場や異なった意見を尊重し合い、みんなカ可回性豊か

にいきいきと生活できるよう、これまで以上に、 ふれあい

と思いやりの心を犬切にしなければなりません。

-家庭機能の変化

富山県は、婦人の就業割合の高い県ですが、いろいろな分

野で社会的に活躍する女性は、さらに増えそうです。家庭

や地域社会での男女の役割も変化していくことでしょう。

家庭生活をめくやるいろいろな条件が変わってくるのにとも

なって、家庭の機能を高めたり、補ったりする対策が必要

となってきます。また、婦人の能力がのびのびと発t軍でき

るような環境の整備や、 青少年の健全育成が重要な課題と

なります。

⑥ 

内ミ三和恥魂色
、志、:

-豊かさ病の進行

生活が豊かになる一方で、風俗の乱れ、成人病の低年齢化、

家庭や学校における子供の問題行動など、これまで見られ

なかった社会の病理現象が進行するおそれがあります。幸

い本県てやは、今のところ著しし、現象には至っていませんが、

これからも健康でし、きいきとした個人生活 日郎、社会的連

帯感を正樹寺し、発展させていくことが必要です。

(転換期を迎えた経済)

-新たな対応、を求められる産業

貿易不均衡に伴う国際摩擦の増大や内需の停滞、雇用構造

の変化など経済の前途はなお厳しいものがあります。

このため、 産業の高度技術化、情報化などを促進して産業

全体の活性化を図りつつ、柔軟に産業構造を転換すること

が求め られます。



(新技術の時代へ)

-先端技術産業の発展

科学技術の目ざまい、進展は、産業や生活に大きな影響を

与えています。メカトロニクス、新素材、バイオテクノロ

ジー(生命工学)など、先端技術を使う新しい産業に期待

が寄せられています。富山県でも、これらの産業の芽が既

に伸び始めていますが、先端技術を地域に定着させるため

に、研究開発や人材育成など、長期的、総合的な取り組み

が必要です。

(あらゆる分野で、交流が活発化)

・地域聞の新しい結び、っき

高速交通網の整備、情報処理システムの高度化などによっ

て、主主済や文化などいろいろな面で地域聞の結びつきが強

まってきました。人びとの活動領域は広がり、都市の活力

と農山漁村のゆとりが結びつく新しい交流が始まっていま

す。また、各地域がそれぞれの個性と魅力を競い合う、地

域間の競争も活発になっています。このような交流と競争

の時代を迎え、地域聞の新い、調和と協調の関係をっくり

出すことが必要です。

⑦ 

-国際化の進展

固と国の距離が、時間的にも経済的にも近くなってきまし

た。地域の経済や文化も、国際的な動きと無関係で、はいら

れません。そのため、海外から良いものを吸収し、また、

国際社会を活躍の舞台とするような、世界に聞かれた地域

づくりを進める積極的な姿勢が大切です。

(新しし参加社会の実現)

-参加と協力による地域づくり

県民の自主的な参加と協力によって、新しい地域づくりを。

そんな気運が高まっています。富山県は、婦人会、青年団、

老人クラブなどの組A哉率が全国トップクラスにあり、さま

ざまな地域活動に多くの人びとが参加しています。地に足

のついた地域からの発想を大切にし 県民による県民のた

めの県づくりを進めましょう。



③人口、経済の見通し

年齢別人口構成の比率
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学齢期人口の変化

( 1，000人)

100 

50 

55 65 

⑨ 

(60年代、約112万県民)

-人口予測

富山県の人口は、増加速度を緩めながら推移してきており、

現在約112万人に達していますが、今後は、 Lt附賞ぱいの状

態が続きそうです。 しかし、新たな産業が発展し、大学な

どの整備によ って若者を中心 とする人口の流入、定着が進

めば、この見通しを上回る可能性も十分にあるでしょう。

(6-11歳)

(18-21歳)

(3-5歳)

(15-17歳)

(12-14歳)

75 (年)



(第三次産業の就業人口、ますます増大)

-経済成長の見通し

昭和62年度から65年度までの本県の経済成長率(平均年率)

は、50年代後半の成長率(約3%)と同程度と推定されます。

今後、産業構造の転換などに伴って民開設備投資が拡大し、

また、県民のゆとり志向による個人消費の増大などが実現

すれば、さらに高し、主:f.iJ専の伸びも期待できるでしょう。

県内総支出等の見通し

1，307 

民間住宅投資 145 

民間設備投資 344 

財政消費支出 239 

財政投 資 239 

(10憶円)

3，000 
2，767 

2，503 

2，000 

1，000 

。
55 59 

1，474 

134 

462 

253 

227 

1，709 

162 

601 

314 

268 

(昭和59年度価格)

3，362 

第三次産蝶

純生産

第二次産業

純生産

第一次産業

純生産

65 (年度)

⑬ 

-産業構造の変化

第一次産業の就業者数は、少しずつ減少します。第二次産

業は、新しし、技術の開発などにより、さまざまな産業を発展

させる原動力になりそうです。また、第三次産業は、各種

のサービス業が発展し、就業人口の伸びが最も期待される

分野です。

産業別就業者の見通し

富山県

全国昭和60年(1%抽出)

(出所)昭和55、60年については総務庁「国勢調査J



(増大する自由時間の充実)

-自由時間の増大

勤労者の労働時間は、長期休暇や週休2日制の普及などに

よって、 しだし、に減少しています。また、寿命の伸びによ

って生涯の生活時聞が増えています。このような中で増大

する自由時聞をどのように活用し、満ち足りたものにする

かが、新たな課題となってくるでしょう。

土地利用の見通し

(%) 

100 

90 

80 

70 

60 

。
45 55 65 (年)

(注)( )内は、それぞれの地自の土地面積(単位回)

。

(30分生活圏の実現)

-土地利用の変化

宅地では、住宅地、工場用地、事務所、庄舗用地などが、

し、ずれも増加しそうです。一方、農用地については、宅地

への転用などによって、減少が続きます。また、都市部てや

は、高層建築の増大など、土地利用の高度化が進むでしょう。

-生活領域の拡大

交通網の整備によって、昭和65年までには、 30分生活圏が

実現しそうです。つまり、県内各地点から、最寄りの拠点

都市へ30分で、また、各拠点都市から県都へも 30分で行け

るようになるでしょう 。

事務所・庖舗等の宅地

面積2出 f

情成比 0.5%



県づくり
の

基本方針

みんなの心どカをひとつに、

基本目標の実現を。
わたしたちのふるさと、富山県の今日は、長い聞にわたる先人の、英知と努力の

結品てやす。美しい自然は保たれ、特色ある文化ふさまざまな産業が形成されて

きました。 このような豊かな恵みを発展の礎として、県民みんなの力で富山県の

新世紀をひらかなければなりません。

置県百年を迎え、いま新しし、時代へ船出するにあたって、 多くの困難な課題に

対して、先見性と勇気をもって立ち向かっていきましょう。そして、わたしたち全県

民が子を結び合い、

活力にあふれ、発展する富山

温かい心に満ちた美しし、ふるさと、

一ーともに生きることに喜びと誇りを感ずる富山

を実現しましょう。

⑫ 



新しい発想ど認識をもってO

基本目標を実現するために、次のような新しい発想、と認識をもって、県づくりに

取り組みましょう。

-恵まれた富山県の風土や、すくやれた県民性を犬切にし、

誇りと自信をもって進んでし、きましょう。

・たくましし、情熱とおおらかな心をもって、未来へ積極的

に判断しましょう。

・わたしたち一人ひとりが県づくりの主役となって、知恵

と力を寄せ合って行動しましょう。

・すばらしい県のイメージ、をつくりましょう。

.21世紀へ向かつて、新しし、飛躍の基礎をつくりましょう。

⑬ 



伽
効
策

軍政

①明日を拓く人づくり

⑨健康づくり

つくる)(自分の健康は自分でまもり、

生涯を通じて健やかでや、やすらぎのある生活を送ることは、

すべての県民の願L、です。「自分の健康は自分てやまもり、つ

日常の健康づくりができるよとし、う自覚をもって、くる」

(みんなでさわやかな汗を流そう)う、県民ヘノレスプランに基づいた健康づくり県民総ぐるみ

県民みんなが、生涯にわたってさわやかな汗を流すことが運動を展開します。

そこで、生涯スポーツプラできるような環境が必要です。

ンに基づき、施設の整備、指導者の養成、参加の機会づく

りなどを進めます。特に、2000年国体の誘致に向けて準備体

市jを整え、総合運動公園の建設等を進めます。

医療体制については、県立中刻丙院を改築整備するととも

に、身近な医療の水準を向上させながら、救急、へき地、高

リハビリテーションなど、分野別に整備を進

療を受けられるようにしまめ、県民が必要な時に必要な

す。

⑬ 

齢者、精神、

区 分 現況(昭和61年) 目標(昭和65年)

県総合体育センター か所 か所

陸上競技場 2 3 

野 球 場 4 4 

運動広場 サッカ一場
3 3 

ラグビ一場

運 動 場 5 6 

庭 球 場 7か所50面 8か所64面

屋 内 フ Jレ

ライフル ・クレ ー射撃場 2 

サイクリングロード 2 3 

ハイキングコース 2 2 

オリエンテーリングコース 5 7 

主なスポーツ施設の整備目標(県立)

治療

早期発見・予防

に、、
日常の健康
づくり

(健康診査)
健康教育/

保健医療の山

重い病無ーー

軽い病気

病状のまだでて
いない時期

真の健康

よい環境・よい習慣づくり

日野原重明聖路加看護大学長の講演による。

(昭和57年:富山県)

(出所)

スポーツ指導者の養成目標

区 介 事業主体 現況(昭和61年) 目標(昭和65年)

社会体育実技指導者 体 協
2，054人 3，650人

(スポーツ リーダーパンク) 市町村

競技スポーツ指導者
競技団体

980人 1，300人
県



明日のふるさどづくりは、
人を大切にすることから始まります二

新しい富山県は、心身ともに健康で;創造性にあふれ、思いやりある豊かな心を

もった富山県民によって築かれます。 活力と温かいふれあし、に満ちた、ふるさとの

新世紀をみんなでひらきましょう。

⑨福祉の充実

(地域ぐるみで温かい福祉を)

県民一人ひとりの幸福を、地域ぐるみの温かい心て市在かな

ものに高めていきましょう 。誰もが明るい幸せな生活を品

むことができるように、福祉の心を育て、福祉施策の充実

を図ります。特に、ボランティアセンターの機能強化やボ

ランティア基金の造成を図り、地域のボ、ランティア活動を

積極的に推進します。

主な公的在宅サービスの実施目標

区 ヲ子 単位 現況(昭和61年度) 目標(昭和65年度)

ホームへルパー 人 193 200 

ショートステイ事業 町実村施市数 29 35 

通所デイサービス事業 実町施村市数 15 23 

訪問デイサービス事業 町実施村市数 27 35 

(注)老人及び障害者に対するサービスの数値の合計である。

⑬ 

(高齢者や障害者に生きがいのある日々 を)

家庭、地域社会、福祉施設の三者が、 しっかり結びついた

地域総合福祉の確立をめざしましょう。特に、援護を必要

とする人については、住み慣れたところで、家族や近所の

人たちに固まれながら、安心して生活できるように、在宅

福祉を充実します。また、県立流杉老人ホームを改築する

など施設サービスの充実に努めます。一方、高齢者や心身

に障害のある人が、あらゆる機会を通じて積極的に社会に

参加し、生きがし、をもつことができるよう、仕事、学習、

趣味などの機会づくりが必要です。さらに、建物や街路に

ついても、高齢者や障害者が安全で利用しやすいように工

夫 します。

主な社会福祉施設の整備目標

現況(昭和61年度) 目標(昭和65年度)
区 分 イ積 考

施設数 定員 施設数 定員

か所 人 か所 人
新設3か所特別養護老人ホーム 19 1，245 22 1，505 
増設3か所

養護老人ホーム 4 500 4 450 大部屋解消

老人福祉センター 33 37 

デイサーピス施設 7 15 

精神薄弱者援護施設
8 690 9 800 

新設 lか所
(18歳以上の収容施設) 増設 2か所



⑨生涯学習

(聞かれた学習社会的

自らの個性と能力を最大限に伸ばしたいという県民の学習

意欲は、近年ます ます高まっています。そこで、すべての

県民が、生涯にわたって、生活条件、年齢、経験などに応

じて自主的に学ぶことができるよう、県民総合大学校(仮

称)の創設など学習情報の提供や学習相談、さ まざまな講

座、学級の開設により学習機会の充実を図り ます。また、

学習の場となる図書館、公民館などの施設を整えていきま

す。

(創造力、実践力をつちかう教育)

生涯学習の基礎となる学校教育てやは、創造力、実践力をつ

ちかい、豊かな感受性を養うために、体験学習を重点的に

取り入れます。特に、富山の歴史と文化を踏まえた郷土教

育、国際化、情報化の時代に対応した国際理解教育、情報

教育を進めます。また、判交施設の開放や、地域の特色あ

る文化、体育行事への積極的参加など、学校と地域社会の

交流を進めます。

高等教育機関は、地域の文化や経済の発展に不可欠な人材

を育て、若者を地域に定着させるなど、今後の県づくりに

大きな役割を果たします。そこで、新しし、発想、による新大

学の創設など、特色ある大学、学部の整備が必要です。ま

た、十分な学習機会を得ることができるよう、 リカレント

教育(大学、短大などによる再教育)の充実に力を入れま

す。

⑬ 

⑨文化の県づくり

(新しい芸術文化の創造的

香り高い文化は、わたしたちの生活にう るおいを与え、 心

に豊かさをもたらします。そこで、高い文化的価値をもっ

た新しい芸術、文化が、次々に富山から生まれてくるよう

な、文化の県づくりを進めましょう。

たとえば、県民の自主的な芸術文化j舌動を振興するととも

に、全国的、国際的な質の高い文化に接する機会を増やし、

県内の文化創造のユオ、ノレギーをさらに高めていきます。

(ふるさとの文化を育てよう)

祭りや伝統行事、文化財など、富山の風土で育まれた個性

豊かな伝統文化を継承し、発展させます。また、県民が気

軽に文化財に親しむことができるよう、立山博物館や遺跡

公園などの整備を十佐進するとともに、県民総合博物館の建設

準備を進めます。

公共の建物や道路などの建設にも、文化的な視点を取り入

れ、新しし、時代にふさわしい、うるおいのある生活環境を

つくります。

社会教育施設、社会教育指導者等の整備目標

区 介 現況(昭輔|年)目標(昭輔5年) 備 考

公 民 館 335館 350館 人口 10万人当たり 29.9館→31.3館

(基準公民館) (238館) (258館) 基準公民館は330m'以上のものをいう

図 書 館 52館 60館 人口 10万人当たり 4.6館→5.4館

青少年共同宿泊
10館 12館 青少年の家、少年自然の家、その他

施 設

社会教育主事 111人 144人 人口 10万人当たり 10.5人→ 13.0人

社会教育指導員
118人 140人 人口 10万人当たり 9.9人→ 12.6人

公民館指導員

公民館職 員 865人 1，035人 11指当たり 2.6人→3.0人

社会教育受講者 93，969人 10万人
受講者数

6歳以上人口 x 100 9.0%→ 10.0% 



⑨若者と婦人の力を社会に

(若者の定着、若い力の発揮)

若者は地域発展の担し、子です。そこで、若者の創意と自主

性による地域の環境づくり、健康づくり、文化づくりなど

のふるさとづくり運動を展開します。また、教育、文化、雇

用、街づくりなど、若者の心をとらえ、地域への定着を進め

る環境を整えることが急がれます。青少年の心身をきたえ、

勇気と思いやりの心を育てるため、家庭、社会、学校が一

体となって青少年の健全育成を進めなければなりません。

(婦人が社会で活躍できるように)

子育て後の人生が長くなったり、家事の合理化が進んで、

婦人が、地域社会とみんなの幸せのために、その力を生か

すことのできる条件が整ってきました。そこで、 21世紀を

めざすとやま女性プランを基本に、婦人が社会のあらゆる

分野へいきいきと参加し、豊かな能力を十分に発揮できる

よう、働く婦人の福祉の向上や全涯学習の場の拡充など、

社会的環境の整備や自主的学習活動の推進に取り組みま

す。

婦人施策に対する要望

働く婦人の福祉向上

婦人の地位向上の妨げとなるよ
うな社会の風潮をあらためるた
めの啓発・広報活動

職業紹介や職業訓練の充実

各種審議会等委員への婦人の登
用

生涯学習の場の鉱充

婦人の健康対策

老人福祉サービスなどの充実

保育所の整備

母性保護の対策

母子・寡婦福祉の増進

ボランティア活動などの参加促
進

その他

わからない

⑪ 

43.7% 

(出所)富山県「婦人の意識と生活に関する調査J (昭和60年 7月)
(注) 1人 3項目以内の選択をしている



②魅力ある郷土づくり

⑨心ふれあう快適な暮らし

(安らぎのある生活を)

家族の結びつきが強〈、多世代が調和して生活するとし、う

富山県の伝統を生かし、明 るくあたたかし、家庭づくりを進

めましょう 。また、町内会、自治会、婦人会、青年団、老

人クラフーなどの自主的な活動を活発にし、地域の連帯感を

品めたいと思います。

県民の生命、財産を守り、暮らしの安全を図ることは、郷

づくりの基本です。このため、防災行政無線を拡充整備

するなど防災対策を推進するとともに、防犯対策や消費者

対策を充実させます。

(花と緑のふるさとづくり)

青い空と清らかな水、花と緑に固まれt.:.↑対車な環境づくり

を進めたいと思います。まず、県民の参加と協力によって、

街や山野の美化運動を展開します。また、グリーンプラン

(県土緑花計i函)に基づいて、地域-住民による花と緑づく

りや、公共施設の緑化、都市公園の整備などを推進し、全

県を花と緑て、包みましょう 。

緑化の目標

現況(昭和61年度) 目標(昭和65年度)
区分 備 考

箇所数 面積又は延長 箇所数 面積又は延長

都市公園 767 854.0ha 843 1，IOOha 人口|人当たり現況 7.5附/人
目標10.5附/人

農村公園 42 9.5同 72 15同

港 湾 6 5.5ha 8 7同

~ 校 61.1 ha 63同

f若 路 136.5km 206km 

緑 道 63.5km 85km サイクリングロード

.. 道 20.9km 40km 

⑬ 

⑨魅力ある地域づくり

(全県一都市社会の実現)

豊かでまとまりのある県土は、県民の貴重な財産です。

の特性を最大限に生かした適切な土地利用を進め、全県

者附社会の実現を図ります。県内各地域がイ本となって発

展し、県土のどこに住んでし、ても、快適で便利な生活を品

めるように、計画的な県土の利用、バランスのとれた施設

の配置を進めなければなりません。

(まちづくり、むらづくり)

地域住民の積極的な参加によ って、個性的で魅力にあふれ

る住み良いまちやむらをつくり ましょう 。特に、美しい街

並み景観や魅力ある都市空間の整備を進めるために、全県

的なまちづくりキャンペーンを展開します。また、農山村

では、居住環境の整備や就労の場の確保、体験学習、林間

スポーツなど、都市との交流の場の整備に力を入れます。

(雪の克服と県土の総合的な利用を)

総合雪対策基本計画に基づいて施策を展開し、雪害を克服

するとともに、 雪を積極的に楽しみ、活用していきたいと

思います。活力ある産業と生活を支える土地、水、エオ、ノレ

ギーなどについては、適切な需要の見通しのもとに、その

有効利用を図ります。また、豊かな可能性を秘めた富山湾

については、環境を保全しながら、適切な開発利用を進め

ます。

消雪ノ〈イプ、流雪溝の整備目標(県道)

区介 現況(昭和61年度末)

消雪パイプ 263 
km 

流雪溝 5 2. 9 

目標(昭和65年度末)

356 

6 3 

km 



土地利用計画図

快適なふるさとづくりは、
新Uミ県民生活の基礎づくりです二

充実した県民生活は、温かい家庭と心ふれあう地域社会、快適で美しい郷土に

よって支えられます。ゆとりとうるおいのある生活を実現するために、まちやむらの

環境を整え、魅力あるふるさとを築きましょう。

里山地域

林業経営と果樹園、牧

場、レクリエーション

の場等が調和するよう

な配置を進める。

⑬ 

森林・高山地域

森林等の自然を保全す

る。また、自然と調和

した観光レクリエーシ

ヨンの場の整備を進め

る。



⑨生活基盤の充実

(住宅と上下水道の整備を)

本県の住宅事情は、全国最高水準にありますが、さらに質

的な充実に努めます。また、上水道を整備して、清浄で適

正な価格の飲料水を安定的に供給します。下水道について

は、小矢部川流域下水道などの整備を推進していきます。

下水道普及率の推移

(%) 
40 

30 

20 

10 

。
50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 (年度

(出所)富山県「富山県の下水道 下水処理人口
J (注)下水道普及率.:_'-.-' - xIOO 

(昭和62年 3月) 総人口

(美しい自然を、いつまでも)

美しし、自然を大切に守り、後世にヲ|き継いでし、かなければ

なりません。優れた自然を保護するため、自然公園の管理

を充実し、野生鳥獣を適切に保護します。また、県民が自

然に親しみ、自然への理解を深めることができるように、

自然保護への心を育てるとともに、公園利用施設や森才村谷

の森などを整備します。

県土を保全し、県民生活を災害から守るために、河川上流

の山地から海までの一貫した計画に基づいて、治山治水事

業を進めます。そして、河川や海岸には、県民に親しまれ

る水と緑の憩いの場をつくります。

⑨総合交通体系の整備

(総合的な交通システムを)

県民の生活領域を拡大し、経済、社会、文化の発展の基礎

となる交通網を、体系的に整備する必要があります。そこ

で、各種高速交通網から日常生活道路まで、それぞれの特

性を生かしながら適切に組み合わせた総合的な交通体系を

確立します。

三大都市圏との時間距離を短縮する高速交通網について

は、北陸新幹線、高速自動車道、空港施設などの整備と拡

充に力を入れます。また、港湾や流通業務施設を整備し、

物流の円滑化を進めます。

富山一東京間の時間距離

所要

信越線

上越新幹線

※ 

北陸新幹線

在来国道

北陸関東産業道路
中央自動車道

遭
遇

車
車

動
動

白
回
向
回

陸
越

※
北
開

5時間縄骨

ジェッ 卜 機 〈l時間

(出所)県資料 (注) 1.乗り継ぎ時間は含まない。 2.高速道路、在

3 .※は、全線開通後の所要時間

@ 



(日常交通の確保と安全対策的

県民の日常生活を支える道路の整備を、着実に進めていく

ことが大切です。特に、 都市周辺の交通混雑区間のノずイノf

ス建設し 雪に強し、道路の整備に力を入れます。また、パ

スなど公共交通機関の維持への配慮、も必要です。

交通安全については、自動車交通量の増大に対応し、県民

を事故から守るために総合的な対策を進めていきます。特

に、歩行者と自転車利用者の安全確保のため、歩道や交通

安全施設の整備を急、ぎます。また、高齢者に対する交通安

全指導の充実を図っていきます。

時間 主な経過地

10時.40~C ) 

コ
ζミ主

~ 

富 ‘東
山 '京

富長‘東
山一一7 岡一一7 京

富i 長i 高i 東
山7 野7 崎7 京

富‘東
山'京

富」松東
山一一7 本______..京

富 i 長東
山 F 岡'京

富、東
山 F 京

1道はそれぞれ時速80km、40kmで走行したものとして仮定

@ 

⑨国際化時代への対応

(世界へ目を向けよう)

世界各国間の結びつきが強まり、あらゆ る面て国際化が進

んでし、ます。海外の経済や芸術文化の動向が、地域の経済

や文化に大きな影響を与えるようになってきました。この

ような動きに対応して、国際情報の収集分析機能を強化し、

広い視野をもった人材の育成や、生きた外国語教育の充実

に取り組みます。

今後の国際交流の方向

企業、大学、研究機関への
留学生の受入れ、派遣

開発途上国への技術協力

青少年や教員などの交流

経済や文化の交流に関する

国際情報センターの設置

国際的な会議、行事の開催

一般家庭での受入れや留学
生会館の整備

外国との友好提携

観光客の往来

地域文化の紹介、展示会

外国人教師の採用
Eニニ........... ョ

(出所)富山県「総合計画アンケート調査報告書J(昭和56年)

(注)1人3項目の選択をしている。

(国際交流を活発に)

経済、社会、文化など、さまざまな分野で交流を促進し、

国際理解を深めていきたいと思います。五五斉面では、貿易、

投資などを通じて、活発な交流や提携を進めます。また、

富山県のすく守れた農業技術や工業技術などを、発展途上国

に伝えることも大切です。

県民の国際交流活動としては、 青年の船(翼)や婦人の翼、

友好県省(州)、 友好都市の提携 ・交流、文化やスポーツ

の国際友好親善事業などを進め、海外諸国 との友好の輪を

広げていきます。



③活力ある産業づくり

⑨技術立県

(科学技術教育の充実的

厳 い、主主済環境を乗 り切 り、豊かな県民生活を実現す るた

め、すく、、 れた創造性 と新 しし、技術によ って新時代を切りひ

らく「技術立県」をめざします。そこで、科学技初Ij-教育を

充実させ、 創造性に富んだ人材を育てるとともに、さまざ

まな分野における研究開発を積極的に促進 しま す。また、

地域の特性を十分に生かした、付加価値の高い産業の確立

をめざ します。

今後の発展が期待される新産業

(望ましい情報化社会へ)

近年のエレク卜ロニクス技術の飛躍的な進歩は、 県民生活

や産業のあり 方に大き な影響を及ぼしています。このよう

な情報化の進展に対応して、 望 ましし、情報化社会を実現し

ていくことが必要です。このため、社会の各分野における

適切な情報処理システムの導入を促進するとともに、それ

を支える人材の育成に努めます。

新(産産業業訓 ~、----、 ------ー 項---------目

産業形成期 ! 

新(産産業業訓 -----、 -----ー 項----、~目~ 

産業形成期

(ア:) (:長初:)

エレク卜口ニクス素材産業(光デバイス産業) 80年代前宅 海洋開発産業(深海鉱業) 90年代前半

新し

新
新情報産業(光通信産業) 80年代後半

し

L、
ヰぷコ土』z 

医用機器産業(ME産業) 80年代前半

L、 一
技 メカトロニクス産業(高性能ロポ ッ ト産業) 80年代前半 ス r 1. 5次J産業(工場農業) 80年代後半

術

進
80年代後半又

歩 航空宇宙産業(航空機産業)

を
は90年代前半

契

機 エンジニアリング産業(都市開発産業) 80年代前半

と

檀契をと
総 合物 流 産業

す

新産業る

防災産業(広域防災産業) 90年代前半

リサイクル産業(都市廃棄物処理産業) 80年代後半

す

る バイオインダストリー(バイオリアクター産業) 90年代後半

新
(出所) 工業技術院「産業技術開発長野l計画策定研究会報告j(昭和57年)

産

業
原子力機器産業(原子力発電機器産業) 80年代後半

新エネルギー産業(太陽エネルギー産業) 90年代後半

② 



豊かなふるさとづくりは、
活力あふれる産業によって実現されます二

安定した豊かな県民生活は、力強い産業活動によって支えられます。県民の働く

場を維持し、っくり出し、福祉の充実を図るためにも、さらに香り高い文化の形成

のためにも、活力ある産業づくりを進めましょう。

産業の発展方向

本県の立地条件を生かし、多様な業
種の企業誘致に努め、不況に強い産

業構造にする。

成熟経済への移行に伴い、多様化す

る消費者、企業ニーズに応じた観光
サービス産業の育成を図る。

生産性の高い魅力ある農林水産業の
振興を図る。

企業誘致は期待どおりに進まない面

も考えられるので、地場産業、ペン
チャービジネスの育成など自前企業

の振興を図る。

所得水準の向上に適応した魅力ある
商業の振興に力を注ぐ。

その他

(出所)富山県「総合計画アンケート調査報告書J(昭和56年10月)

(注)1人2項目以内の選択をしている

@ 



⑨農林水産業の振興

(新しし、地域農業の展開)

高い技術水準や整備のゆきと どいた農地など、本県農業の

長所を宅かし、集落ごとに地;域ぐるみの共同の力てい、たく

ましし、地域農業を確立 しなければなりません。作目別には、

良質米の生産を中心 としながら、チュー リップなど適地適

作によっ て「特産王国」づくりを進めま す。

(林業、漁業の振興を)
農業生産のにない手を確保す るため、経営規j莫の拡大に力

を入れる とと もに、 地域営農センターを中心 とした集落営

農体制を確立 しま す。また、農地の改良、整備や利用の高

度化によって、生産性の向上を図り ます。

畜産については、公社営畜産基地 と肉用牛改良増殖センタ

ーの建設を進め、酪農 ・肉用牛を中心 とす る土地利用型畜

産の振興を図ります。

林業については、適地適木による計画的な造林と 、県産材

の用途の開発による需要の拡大を進め、林業の発展を図り

ます。漁業については、 公社栽培j魚業センターを整備し、

栽培漁業に よる種づくりと漁場の開発、保全によ る畑づ く

りを進め、っくり育て る漁業を推進 しま す。

農地の流動化、農作業受委託の見通し

区 介 現況(昭和60年) 目標(昭和65年) 発展比(65/60) (生産、加工、流通の連携を)
化流動

借 入 4，508 
陥

9，400 
陥

全面作業受託 749 1，000 

面積
計 5，257 10，400 

部介作業受委託 13，900 23，000 

(出所) r現況」の資料について

農林水産省「農業センサスJ (昭和60年)

農業基盤整備等の見通し

区 分 現況(昭和601手)

未整理由及び20a未満ほ場の大区画化面積
47，332 同

(72.7%) 

田畑転換を可能にする水田の汎用化面積
33，548 同

(51.5%) 

幹 線 農業用用排水路延長
3，402 km 

(67.5%) 

幹 線 自民 道 舗 装 延 長
977 km 

(44.4%) 

耕 地 利 用 率 99 % 

(出所)県調べ
延作付面積

(i.主)耕地利用率=一一一一一x100 
耕地面積

208 

134 

198 

165 

% 

農林水産業 と加工、流通など関連分野との連携を強化し、

市場の拡大を図ります。特に、「おいしい富山米」や県内特

産物については、 積極的に PRを行い、需要を掘 り起こし

ます。

目標(昭和65年) 発展比(65/60) 備 考

48，648 同
103 % ( )内は耕地面積に対する割合

(74.7%) 

43，548 ha 
130 % ( )内は水図面積に対する割合

(66.9%) 

3，730 km 
110 % ( )内は幹線全体延長に対する割合

(74.0%) 

1，250 km 
128 % 

( )内は幹線全体延長に対する割合

(56.8%) 総幅員 5.0m以上の舗装

107 % 108 % 

@ 



県内の農林水産特産物

宇奈月町

2シ

@ 



⑨創造性豊かな工業の育成

(富山テクノポリスの実現)

先端技術を用いる新い、工業への期待が高まっています。

そこで、 高い技術力をも った産業と、 学術研究機能、情報

通信施設等の新しし、産業基盤、良好な居住環境などが有機

的に結びついた富山テクノポリスの建設を進めます。そこ

では、メカトロニクス産業、新素材産業、バイオインダス

トリ ーなどの新しし、産業に支えられた「小さな世界都市」

をめざしています。

富山テクノポリス開発計画における先端技術産業の展開目標

21世紀の産業構造へ

地域における既存の産業集積、技術集積を基盤に、メカトロニクス、新素

材、バイオテクノロジーを核とした産業のダイナミックなイノベーションを持

続させ、長期的な社会変化に対応した21世紀への産業構造を形成して

いきます。

-1990 

(中小企業、地域産業の振興を)

中小企業は、本県産業の中でも大きな地位を占めてい ます。

創意工夫をおおいに生かせる中小企業の特性が十分に発揮

できるよう、きめ細かな施策を展開します。また、県内産

業が厳い、環境変化を乗り越え、発展することができるよ

うに、新技術の開発などを推進するとともに、優れた技術

力をも った企業を積極的に導入するよう 努めます。

バイオ・インダストリー

情報社会の漂化

エネルギー問題

(出所)富山テクノポリス開発計画

@ 



⑨第三次産業の振興

(新しいニーズにこたえるサービス業を)

第三次産業は、サービス経済化の流れに沿し、ながら成長し、

魅力ある地域づくりや、県民生活の向上と雇用の安定に大

きな役割を果しています。そこで、魅力ある「まちの顔」

としての商底街づくりや、人材の養成などの経営基盤の強

化を図ります。

(いい入、いい味、いきいき富山)

富山県は、雄大な自然、新鮮な味覚、郷土色畳かな文化な

ど、多様で質の高い観光資源に恵まれています。これらを

十分に生かし、上手に組み合わせながら「県民が誇り、楽

しみ、 もてなす」積極的な観光施策を進めることが必要で

す。特に今後は、年聞を通した観光圏域づくりと観光ノレー

トづくり、 リソマー卜地域の整備を合めた受入体制の充実、

宣伝活動の強化などに取り組みます。

富山県観光目的別入込数の推移

。 10，000 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

(年)

(出所)県調べ

⑨雇用の安定

(雇用機会の確保を)

労働力の高齢化や技術革新など、経済社会の変化に対応し

て、雇用機会の為自寺、確保に努めるとともに、富山職業能

力開発カレッジを整備し、職業能力開発体制の充実を図り

ます。また、高齢者のための職業紹介や心身障害者の雇用

について十分な配慮をしていきます。一方、新時代の産業

をになう若年層の流入、定着を促すため、雇用情報の提供

などに努めます。

(週休二日制など、労働条件の改善)

近年、定年延長や労働時間の短縮、男女の労働条件の平等ー

などについて関心が高まっています。このような新しい雇

用動向に対応し、労働者の十厨止の向上を図るために、 60歳

定年制、週休2日制の普及や男女の均等な雇用機会の確保

など労働条件の改善や、勤労者の福利厚生施設の整備を進

めていきます。

週休二日制実施率の年別推移(企業構成比)

(千人)
20，000 

@ 

(%) 
60 

50 

40 

30 

20 

10 
I 

4.4. 

0.3 

45 

富山県 一一一一一

全 国 一一一一一

/ 
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J 
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J 
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47二 ιペ会~二6
43.4 __-戸三三____49.8 49.1 
戸ー~ 45.6 
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(出所)富山県「賃金等労働条件実態調査J (昭和60年)
労働省「賃金労働時間制度総合調査J (昭和60年)
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計画実施にあたっては、

各種施策を総合白ヲ、計画的に展開します二
計画の基本目標を達成するため、県づくりの三つの施策の柱ごとに、基本的な

施策の体系をまとめると、次のようになります。各種の施策が有機的に結び、っき、

十分効果をあげるよう実施していきます。

| ボーン レクリエーシ 11 百 11 
ョ乙の振興 11老人恒祉の充実 11家庭教育の充実

|医療の確保 "障害者福祉の推進 11学校教育の充実

|医薬品 食品の安全 11兜童母子福祉等の推進 11高等教育機関の整備

|社会教育の推進
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|温かいコミュニティの形成 11魅力ある都市の形成 11上水道の整備

|生活の安定と安全の確保 11住みよい農村の整備 11下水処理の促進

|快適な環境の形成 11山村の振興 11自然環境の保全

|県土緑化(緑花)の推進 11海洋利用の促進 11県土の保全

|雪の克服と活用

|総合的水利用の促進

|エネルギーの確保と資源|
の再利用

テクノポリス構想の推進

道路網の整備

港湾・物流施設の整備

県民の足の確保

交通安全の推進

1 ~D~ ~1:7'J'T ïm~ (7)W，6X 11農業生産の組織化とにな知恵を生かす産業の育成 11ぃ手の育成 !高い技術力をもった企業 11
の育成・導入 11サービス業の振興

|情報化の促進 11農業生産性の向上

|活力ある地域林業の形成

|つくり育てる漁業の推進

.加工・流通の円滑化と需
要の拡大

|基礎素材型産業等の活性化 1I観光開発

|中小企業 地場産業の振興 II貿易の振興

⑫ 

|経済文化交流の円滑化|

|国際理解の増進 | 

I1生j臓業能力開発体制の確立 |

II労働環境の向上 | 



県民による
計画の
実施

あなたもわたしも、

計画実施の主役です二

(県民による県づくりの実践)

新しい県づくりのためのプラン、「富山県民総合計画」は、

県民一人ひとりの手て実施されます。新 い、参加社会の動

きが盛り上がるなかで、 多くの県民が参加して策定したこ

の言打画に基づいて、県民による県民のための県づくりを進

めましょう 。

@ 

(どんな役割があるのでしょう)

-施策の推進者として

計画の実施にあたって、わたしたち県民に期待される第一

の役割は、各種事業の企画者、実施者として、直接に施策

展開のにない手となることです。たとえば、ボ、ランティア活

動やコミュニティ活動を企画、推進したりすることなど。

-事業への参加者として

第二の役割は、施策の受けとめ手として、県づくり事業に

意欲的に参加することです。たとえば、健康づ くり運動へ

参加し、家族の食事を改善したり、学習活動に参加し、趣

味を高めたりすることなど。

-行政の知恵、と活力の源として

第三の役割は、計画の実施にあたって、行政に知恵と活力

を与えることです。豊かな生活感覚に裏付けられた県民の

戸に よって、 実態に即したきめ細かい制度、 事業の運用

を実現す'i.る必要があります。



(施策の実施にあたって)

-聞かれた県政

施策の実施にあたっては、県民と行政が一体となって取り

組むことが必要です。このため、「聞かれた県政」を基本と

して、県民と行政とが不断の対話を行い、県政への反映に

努めま す。昭和62年度からは情報公開制度を開始します。

-計画県政

行政需要の変化に応じて、重点的、弾力的に施策が進めら

れるよう「計画県政」を進めます。また、簡素で効率の良

い行政を確立するとともに、財政構造の健全化に一層配慮

していきます。施策の実施にあたっては、 とくに民間活力

の活用に努めます。

財政見通し試算(普通会計ベース)

歳入

(注)昭和62~65年度累計額は、昭和61年度価格

⑪ 

-財政の見通し

計画実施の裏付けとなる財政の見通しを試算すると、次の

表の通りになります。

計画期間後半4年間の財政規j莫は、約 1兆 6千億円弱と見

込まれます。この試算は、県の財政規j莫のとりあえずの推

計で、国の施策の動向、県の財政事情など、今後の諸条件

の変化によって変わることも予想されますので、留意する

必要があります。

歳出



21世紀への
3つの
挑戦

県民みんなが手を結んな
日本一のふるさとづくりを。
わたしたち県民一人ひとりが、心から生きがいを感じることのできる、 活力と温かい

心に満ちた美しい富山県を創造するために、みんなが予を結び合い、 21世紀に

向かつて、 三つの日本一目標に挑戦しましよう。

「一人ースポーツ」、「一家庭一花壇」、「一人一文化活動」の推進により県民の

活動の輪を広げていきましよう。

⑨日本一の健康・スポーツ県

(健康ふるさとは、みんなの願い) (スポーツ人口を増やそう)

富山県は、健康診断の受診率が全国トップレベルにあるな 青少年の体位は、すでに全国でも上位の水準にありますカ大

E、健康に対して高い関心が示されています。これをさら これを維持し、さらに体力も向上させましょう。また、「ー

に一歩進め、 全県民による健康づくりによって「日本一の 人ースポー ~J を推進し、県民一人ひとりが気軽にスポー

健康県」をめざしましょう。 ツを始め、日常的にスポーツする人の輪を広めるとともに、

② 

競技水準を向上させて、「日本一のスポーツ県」をめざしま

しょう。



⑨日本一の花と緑の県

((らしのなかに緑を)

富山県は、 全国屈指の植生自然度を誇っています。また、

住宅事情にも 恵まれ、災害が少ないなど、 全国で最 も住み

やすい県のーってす。このように恵まれた条件の上に、「一

家庭一花壇」の推進や県民総くやるみの緑花運動など県土を

花と緑で包む運動を展開し、「日本一の花と緑の県」をめざ

しましょう。

⑨日本一の科学・文化県

(ふるさとを花の生産基地に)

富山県と言えば、チューリ ップ。県の花チューリ ップは、

全国に知られています。全国一のチューリ ッフ。の球根輸出

と品質の高い生産実績の上に、日本一の花と緑の生産基地

づくりを進めましょう。

(創造性を伸ばそう) (文化活動の輸を広げよう)

富山県民は、教育、 学習に熱心であり、大学、高校への進 県民の生活に根ざした、多彩な伝統文化や新い、芸術文化

学率や、 -地域の社会教育施設の整備も高い水準にあります。 活動が盛んです。r一人一文似舌動Jを推進し、県民一人ひ

また、県民の科学・技術に対する関心は高く、優れた技術 とりの個性や興味に合った文化活動への参加を進めるとと

力をもった企業も活躍しています。これらの伝統と環境を もに、芸術文化活動の水準を向上させて、 r日本一の文イじ県J

生かし、創造性にあふれ、科学オ支術に優れた「日本一の科 をめざしましょう。

学県J をめざしましょう。

③ 




